
図２　共用試験実施までの工程案　 （H24.1.17）

1. 共用試験実施までの全体像

a. 共用試験実施全体像の確定（共用試験準備委員会、全国協議会）

　  　→共用試験委員会を中心とした実施体制の構築

b. 第1回共用試験実施までの流れ

・ vetCBT問題作成小委員会

　　→vetCBT問題内容検討小委員会→CBT問題作成 H25  第1回トライアル試験（数校）

・ ↓

H26  第2回トライアル試験（半数）

・ vetOSCE準備小委員会→OSCE内容策定 ↓

H27  第3回トライアル試験（全校）

・ トライアル実施委員会 →参加大学環境設定 ↓

H28  第1回共用試験実施

・ 広報小委員会 →作業の進展状況、外部への広報

2. 第1回トライアル試験までの工程

平成24年

1月 共用試験実施全体像案の提案（共用試験準備委員会）（本委員会を大学代表者会議へ）

共用試験実施体制の構築（図1 共用試験委員会組織体制案）の検討（1月中）

2~3月 共用試験委員会・・・全体像、役割分担、作業工程・内容等の案の検討（2月中）

各委員会での作業工程・内容（原案　図２）の検討（各委員会・責任者）（3月中旬）

3月26日 全国協議会での提案・承認

4月 共用試験参加意思の確認（４月中旬）

各委員会正式に発足・開催・・・作業工程・内容の確認等

→vetCBT問題作成小委員会（問題作成工程・内容の確認・・・）

→vetCBT問題内容検討委員への情報伝達（メーリングリスト）

→vetCBT問題FM小委員会（マニュアルの策定・・・）

→vetCBT問題FM委員（IT精通・若手教員2名/大学）対象研修会

→vetOSCE準備小委員会（準備工程の確認・・・）

→広報小委員会（作業工程の確認・・・）

vetCBT問題関連作業

4月 第1回・問題作成依頼（参加大学）

5~7月 問題募集期間

8~10月 問題精選作業 → 検証（共用試験委員会）

↓

vetOSCE準備小委員会関連作業 ~11月　H28年本格実施の判断

4月 vetOSCE内容の検討開始 ↓

　~10月 vetOSCE内容の概要決定 平成25年度入学生シラバス記載

vetCBT問題FM小委員会

　~10月 出題方法の検討と確定

　→平成25年4~7月　第1回トライアル試験

トライアル実施小委員会

 ~12月 トライアル実施校の環境設定
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3. 共用試験実施体制の構築　：各委員の選出（2月中）

・共用試験委員会

・vetCBT問題作成小委員会

→vet問題内容検討小委員会

・vetCBT問題FM小委員会

・vetOSCE準備小委員会

・トライアル実施小委員会

・広報小委員会

4. vetCBT問題作成工程

vetCBT専用コンピューターシステムの構築・・・vetCBT問題FM小委員会

問題作成マニュアルの作成・・・vetCBT問題作成小委員会

↓

第1回 問題作成依頼（教員数X5題/各大学）（vetＣＢＴ問題作成委員会発）

↓

問題精選作業 　第1ステップ vetＣＢＴ問題作成小委員会（10名）

事前評価（ABCの3段階評価）

・マニュアルに従っているか

・重複問題の整理

　　　AB評価問題のみ ← ・到達目標・キーワードとの関連性

↓

　第2ステップ vetＣＢＴ問題内容検討小委員会

各科目テキスト編集者で検討

↓

　　　確定問題　←問題の確定（評価、精選、修正・・・）

↓

　第3ステップ vetＣＢＴ問題作成委員会（10名）

↓ 最終チェック

　出題問題確定

問題作成マニュアルの改訂

問題バランスの検証

5. vetOSCE内容の策定

・vetOSCE準備小委員会で検討

6. トライアル試験から第1回共用試験実施へ

・トライアル実施小委員会（環境整備）、共用試験委員会（科研後の実施体制）で検討

7. 作業の進展状況に関する情報の共有化と広報活動

・広報小委員会で検討

↓

→第２回 問題作成依頼（検証結果から依頼内容決める）


